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論文審査の結果の要旨 
ユーイング肉腫ファミリー腫瘍（ESFT）は小円形細胞からなる高悪性腫瘍で

あるが、ときに臨床像や病理所見が ESFT と類似する腫瘍との鑑別が問題になる。

ESFT に対する特異的な腫瘍マーカーはこれまで明らかでないが、ガストリン放

出ペプチド（GRP）が ESFT のマーカーとなる可能性が示唆されている。GRP
は血中では不安定であるため、申請者はGRPの前駆体であるProGRPに着目し、

ESFT 症例における血清 ProGRP 値の腫瘍マーカーとしての有用性を検討した。 
2002 年から 2016 年に治療した ESFT 患者 16 例、および対照群として臨床像

または病理所見が ESFT と類似する腫瘍患者 42 例を対象とした。治療前後の血

清 ProGRP 値、神経特異エノラーゼ（NSE）値を測定し、測定値と腫瘍体積との

関連を解析した。さらに免疫組織染色法を用いて腫瘍細胞内における ProGRP の

発現を検討した。本研究は静岡県立静岡がんセンター臨床研究倫理審査委員会

の承認を得て施行した（承認番号 T26-33）。 
結果として、治療開始前の血清 ProGRP 値は、ESFT 群の 16 例中 8 例で高値を

示したのに対し、対照群 42 例では軽度上昇を 2 例のみに認め、両群間に有意差

を認めた。また ESFT 群で ProGRP が上昇していた 8 例では、その値と腫瘍体積

の間に正の相関がみられた。血清 NSE 値も ESFT 群と対照群で有意な差を認め

たが、ProGRP の方がより鋭敏なマーカーと考えられた。治療経過中に ProGRP
を複数回測定しえた症例では ProGRP は腫瘍体積の増減をよく反映していた。

ESFT 群で ProGRP の免疫組織染色陽性症例は全例血清 ProGRP 値が上昇してい

た。 
 本研究において、血清 ProGRP 値が ESFT の診断および治療効果を判断するう

えで有用なマーカーになる可能性が提唱された点を審査委員会は高く評価した。

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一

致で評価した。 
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